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昨
年
７
月
、
世
界
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
業
界
を
牽
引
し
て
き
た
米
国

・
Ｉ
Ｂ

Ｍ
社
が
オ
ラ
ン
ダ
の
治
水
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
入
し
た
こ
と
を
本
誌

『海

外
ニ
ュ
ー
ス
』
で
伝
え
た
が
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
会
社
が
な
ぜ
水
の
業
界
へ
参

入
し
た
の
か
、
そ
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
し
て
今
後
の
水
の
分
野

で
ど
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
に
そ
の
活
動
を
繰
り
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
世
界
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
動
勢
を
伝
え
る
吉
村
和
就
氏
が
、
久
方
ぶ
り

に
ト
ピ
ッ
ク
を
追

い
、
「グ
ロ
ー
バ
ル
ト
レ
ン
ド
」
に
ま
と
め
寄
稿
し
た
。

水
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
は
、
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
出
現
で
あ
り
、
し
か
も

異
業
種
か
ら
の
巨
大
企
業
の
参
入
と
な
る
こ
と
か
ら
、
き
わ
め
て
注
目
さ
れ

る
た
め
、
「グ
ロ
ー
バ
ル
ト
レ
ン
ド
そ
の
５
」
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

吉村 和 就

Ｉ
Ｔ
業
界
の
王
者
と
言
わ
れ
た
Ｉ
Ｂ

Ｍ
が
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
乗
り
出
し
た
。

「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
水
問
題
」

一
見
、
何
も

繋
が
り
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
な
ぜ

Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
水
ビ
ジ
ネ
ス
参
入
な
の
か
、

そ
の
背
景
と
戦
略
に
迫
る
。

今
後
の
世
界
の
水
不
足
は
、
さ
ら
に

深
刻
化
す
る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
独
自
に
開
発

し
た
水
管
理
統
合
シ
ス
テ
ム
及
び
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
用
い
て
世
界
の

水
資
源
の
情
報
収
集
、
管
理
及
び
顧
各

に
応
じ
た
情
報
管
理
、
記
録
、
判
り
や

す
い
可
視
化
し
た
水
情
報
を
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
。

こ
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
各
国
政
府
、
多
く
の
企

業
、
水
の
ユ
ー
ザ
ー
は
水
の
消
費
を
最

小
限
に
抑
え
て
コ
ス
ト
の
削
減
が
可
能

に
な
る
、
ま
た
水
不
足
や
水
関
連
災
害

を
事
前
に
察
知
し
、
被
害
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
衛
星

等
を
用
い
た
大
規
模
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
全
体
の
水
統
合

管
理
、
流
域
水
管
理
を
効
率
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
し

た
。つ

ま
り
今
後
、
究
極
の
水

の
管
理
は

「生
き
て
い
る
情
報
管
理
が
命
で
あ
り

Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
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用
い
て
全
球
的
な
情
報
収
集
、
管
理
、

情
報
の
加
工
、
可
視
化
し
た
情
報
を
提

供
し
、
世
界
の
水
不
足
解
消
に
貢
献
す

る
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
す
る
」
と
い
う

内
容
で
あ
る
。

―|

一２　１畑帥拘獅収設↑まで　一

水
に
た
ど
り
着
く
ま
で
　
一

Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
現
在
、
世
界
１
７
０
カ
国

で
営
業
展
開
し
て
お
り
、
０
８
年
度
の

売
止
げ
は
約
１１
兆
円
で
あ
る
。
そ
の
売

上
げ
比
率
は
、
①

ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
２
制
、

②

ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
２
割
、
０
サ
ー
ビ
ス

・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
６
割
で
あ
る
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
言
え
ば

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
業
界

に
お
い
て
常
に
指
導
的
な
役
日
を
呆
た

し
て
き
た
。

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
ウ

ェ

ア
ま
で
、
業
界
の
牽
引
車
と
し
て
支
配

し
て
き
た
巨
大
企
業
で
あ
る
。

ピ
ー
ク
時
の
１
９
８
６
年
に
は
、
世

界
中
で
約
４‐
万
人
の
従
業
員
を
有
し
て

い
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
市
場
戦
略
を
見

誤
り
１
９
９
１
年
に
創
業
以
来
、
初
め

て
赤
字
決
算
。
そ
れ
以
来
劇
的
な
リ
ス

ト
ラ
（人
員
削
減
、
工
場
閉
鎖
）を
行

い
、

９
４
年
末
ま
で
に
、
な
ん
と
１８
万
人
の

人
員
削
減
を
行

っ
た
。
そ
れ
に
要
し
た

費

用

は
、
２
０
０
億
Ｓ

（２
兆
２
０
０

０
億
円
）
と
言
わ
れ
て

い
る
。
最
近
、

経
営
彼
綻
し
日
有
化
さ
れ
た
米
国
の
Ｇ

Ｍ
（ゼ
ネ
ラ
ル

・
モ
ー
タ
ー
ズ
）
の
８
万

人
削
減
も
衝
撃
的
だ

っ
た
が
、
そ
の
比

で
は
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
９０
年
代
後
半
か
ら
、
金
融

工
学
時
代
に
突
入
し
、
金
融
業
界
に
と

っ
て
大
型

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
や
大
型
サ
ー

バ
ー
が
必
須
と
な
り
、
大
型

コ
ン
ピ

ュ

―
夕
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
大
企

業
が
競

っ
て
Ｉ

Ｂ
Ｍ
機
種
を
購

入
し
た
。
そ
の
際
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
顧
客
と

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
と
し
て
、

長
期
に
渡
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
メ
ン

テ
ナ
ン
ス

・
サ
ー
ビ
ス
契
約
を
締
結
し
、

言
わ
ば

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
型
Ｉ
Ｂ
Ｍ

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
高
収
益

を
誇

っ
た
。

し
か
し
、
大
企
業
と
大
型
機
種
に
し

か
目
が
向

い
て
い
な
か

っ
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、

２
０
０
７
年
に
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト

・
パ
ツ

“
ビッグ・グリーン

"イ ノベーションズの
ポートフォリオ 「4つの中核分野」

一我々がこれらの問題を解決

しない限り、米国西部にお

ける水賀編管理への投資

のうち、相当の割合(30～

50%と言つてしまいましよ

う)は、無駄になると思わ

れます。

一しかし我々は、何か大きな

プレークスルーをなしえな

い限り、どの問題が30～

50%の 原因なのかを知る

由がありません…・

水管理データの
“
病理
"と
予見

図 2
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カ
ー
ド
（Ｈ
Ｐ
）
に
Ｉ
Ｔ
産
業
売
上
げ
第

１
位
の
座
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

Ｈ
Ｐ
は
中
小
規
模
の
企
業
を
中
心
に
格

安
サ
ー
バ
ー
や
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
ソ
フ

ト

・
ハ
ー
ド
を
品
揃
え
し
、
売
上
げ
の

上
乗
せ
と
利
益
の
追
求
を
強
化
し
た
結

果
の
反
撃
で
あ

っ
た
。

Ｉ
Ｔ
業
界
第
２
位
に
転
落
し
た
Ｉ
Ｂ

Ｍ
は
今
後
生
き
残
り
の
た
め
に
、
今
後

何
を
や
る
べ
き
か
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
パ
ル
ミ

サ
ー
ノ
会
長
は
起
死
回
生
の
策
と
し
て
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
社
員
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
、
関

係
者
を
含
む
１５
万
人
が
参
加
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

・
ジ
ャ
ム
（イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
世
界
規
模
の
市
場
調

査
）
を
開
始
、
そ
の
結
果
４
万
６
０
０

０
件
の
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
の
中
か
ら
１０
件
に
絞
り
約
１
０
０

億
円
を
投
じ
て
詳
細
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
そ
の
結
果
、
全
社
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト

「ビ
ッ
ク

・
グ
リ
ー
ン

・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ズ
」
と
し
て
環
境
（水
）
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
（電
力
制
御
）
、
交
通
（交
通

網
制
御
）
の
３
件
に
絞

っ
た
。

で
は
な
ぜ
、
水
に
注
目
し
た
の
か
。

そ
の
結
論
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
量

と
密
度
の
差
で
あ
る
。

例
え
ば
電
力
制
御
や
交
通
制
御
は
人

間
が
作

っ
た

ハ
ー
ド
（発
電
所
、
送
電

線
、
車
や
道
路
）
が
主
体
で
あ
り
、
そ

の
グ
リ
ッ
ド
を
細
か
く
探
知

・
制
御
す

れ
ば
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で
あ
る
。

事
実
、
Ｇ
Ｅ
（ゼ
ネ
ラ
ル

・
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
）
の
よ
う
な
送
配
電
技
術
を
持

つ
企
業
や
グ
ー
グ
ル
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
関

連
企
業
は
、
す
で
に
参
入
し
て
、
大
き

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
行
動
し

て
い
る
。

し
か
し
水
資
源
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

簡
単
に
予
測
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
水

の
源
は
雲
で
あ
り
、
全
球
的
な
カ
オ
ス

理
論
に
基
づ
く
膨
大
な
地
球
規
模
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
気
象
情
報
が
必
須
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
与
え
ら
れ
る
デ
ー
タ
が
膨

大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
と

り
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
高
性
能
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
演
算
性
能
が
生
か
さ
れ
、
ビ

ジ
ネ
ス
活
動
の
場
が
広
が
る
か
ら
で
あ

ＺＯ
。さ

ら
に
、
人
類
す
べ
て
が
顧
客
に
な

る
可
能
性
で
あ
る
。

水
が
な
け
れ
ば
人
類
（
い
か
な
る
生
命

体
）
は
生
き
て
い
け
な

い
、
水
は
永
遠

の
ビ
ジ
不ヽ
ス
で
あ
る
。

４
　
１
Ｂ
Ｍ
の

水
戦
略
の
具
体
策
は

Ｉ
Ｔ
業
界
は
顧
客
か
ら
与
え
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
如
何
に
早
く
演
算

，
加
工
し

顧
客
の
の
ぞ
む
形
で
提
供
す
る
こ
と
を

生
業
（な
り
わ
い
）
に
し
て
き
た
。
言
わ

ば

「
デ
ー
タ
入
手
に
つ
い
て
は
、
受
け

身
の
姿
勢
」
で
あ

っ
た
。
受
け
身
か
ら

攻
め
に
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
世
界
水
戦
略
の
武

器
を
２
つ
用
意
し
て
い
る
。
１
つ
め
は

①
自
社
開
発
し
た
デ
ジ
タ
ル
水
セ
ン
サ

ー
で
あ
り
、
次
は
②
共
同
開
発
し
た
新

型
の
高
性
能
水
処
理
膜
で
あ
る
。

で
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
利

益
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

従
来
、
水
処
理
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ

会
社
は
ハ
ー
ド
を
販
売
し
利
益
を
得
る

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
で
あ

っ
た
が
、
Ｉ

Ｂ
Ｍ
は
、
デ
ジ
タ
ル
セ
ン
サ
ー
や
新
型

の
膜
処
理
装
置
を
、
各
国
政
府
や
現
地

の
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
会
社
に
提
供
し

膨
大
な
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や

衛
星
回
線
で
集
め
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
高
速
演
算
処
理
し
、
顧
客
の

欲
す
る
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
、
料
金
を

受
け
取
る
、
言
わ
ば
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
契

約
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

最
大
の
顧
客
は
各
国
政
府
で
あ
り
、

途
上
国
な
ど
は
、
自
国
で
こ
れ
か
ら
組

織
や
シ
ス
テ
ム
を
組
み
立
て
る
よ
り
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
に

一
括
し
水
資
源
の
管
理
を
任

せ
た
方
が
国
土
全
体
の
水
管
理
が
効
率

的
に
お
こ
な
え
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

水
の
需
要
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
穀

物
商
社
や
農
業
関
係
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
が
注
目
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
衛
星

か
ら
地
球
上
の
土
壌
の
含
水
率
ま
で
計

れ
る
セ
ン
サ
ー
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、
こ
れ
は
食
糧
の
生
産
や
バ
イ
オ
燃

料
の
生
産
を
も
含
む
、
次
年
度
の
作
物

の
作
付
け
ま
で
予
想
で
き
る
の
で
、
生

産
量
の
確
実
な
予
測
が
で
き
、
ま
た
世

界
各
地
の
食
糧
生
産
の
予
測
が
つ
け
ら

れ
る
。
世
界
の
穀
物
貿
易
の
８
割
を
握

っ
て
い
る
食
糧
メ
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
、

米
国
カ
ー
ギ
ル
社
や
Ａ
Ｄ
Ｍ
社
は
最
大

の
顧
客
で
あ
ろ
う
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
そ
の
具
体
的
市
場
規
模

は
、
５
年

以
内

に
２
０
０
億
Ｓ
（約
２

兆
円
）
と
予
想
し
て
い
る
。
こ
の
ビ

ッ

ク

・
グ
リ
ー
ン

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ

プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
の
責
任
者
に
は
、
副
社

長
の
シ
ャ
ロ
ン

・
ヌ
ー
ン
ズ
博
士
が
任

命
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
用
意
周
到
で
あ
る
。
今
回
、

「ビ
ッ
ク

・
グ
リ
ー
ン

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
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畳ぷチが轟鱒醇畢出鞭△

ケ畳ラ ミ諏ぎゃサ誂§づけ睾Wル覆譴ぶ鶴せ鎌勲穏靱り簡

躍 ズ茸品懐酷餓論と鵡 亀   鮮 蓬

1.燕裁縛轡韻戴醇導出(独自のデジタルセンサー使用)
日水源地、配水管、貯水設備の流量、水質総合管理
口河川、海、湖沼の水総合管理

2.韻 轟轡態盤坤鬼幾鶴総選げ捧出 (水会社にライセンス契約)
・セントラル硝子と共同開発した塩基性応答水処理膜?
コヒ素、ホウ素等も同時に除去可能
・親水性膜、高流量透過膜

<IBMの 水プロジェクトの取り組み例 >

マルタ共和国と水管理(30%肖1減成功)

オランダと河川デルタ地帯の先進的な予測、保護システム構築

ョ
ン
ズ
」
を
発
表
す
る
３
年
前
か
ら
、

マ
ル
タ
共
和
同
で
の
水
資
源
管
理
（３０

％
削
減
に
成
功
）
の
実
績
、
オ
ラ
ン
ダ

と
は
河
川
デ
ル
タ
の
先
進
的
水
予
測
や

堤
防
の
保
護
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ハ
ド

ソ
ン
川
で
は

５
０

　

い
る
。

Ｏ
ｋｍ
に
渡
リ
デ
ジ
タ
ル
セ
ン
サ
ー
を
布

設
し
、
水
量
、
水
質
、
水
温
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
移
動
式
セ
ン
サ
ー
に
よ
る

魚
類
や
生
物
多
様
性
の
情
報
ま
で
入
手

し
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ワ
ト
ソ
ン
研
究
所
で
開
発

さ
れ
た
ス
ト
リ
ー
ム
型
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
を
用
い
て
実
証
済
み
で
あ
り

「世
界
の
水
の
管
理
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
お
任

せ
を

・
・
・
」
と
世
界
戦
略
に
備
え
て

世
界
を
制
す

ｈ鏡膨ダ弾醸鯛
よ漁

は
誰
で
も
理
解
で

げ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
水
資
源
を

図

語
る
と
き
に
は
、

必
ず
食
糧
と

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
加
え
、

い
わ
ば
三
位

一
体

で
考
え
な
け
れ
ば

解
を
間
違
う
こ
と

人
日
の
増
加
、

経
済
発
展
に
よ
る

！

水
不
足
、
さ
ら
に

！！
！

は
地
球
温
暖
化
に
！
！
！

よ
る
水
資
源
の
偏
十
■
！

巾
は
中
中
い
知
却
け
覗
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好 蝉
畠や地キ軸告
、ふギE 翔白耐 !
や、ョほ翻麟能お
ギること辞者
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水
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す
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き
る
が
、
水
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
古

く
は
水
力
発
電
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

最
近
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の

バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
人
類
が
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

必
要
な

「食
糧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
こ
れ

を
支
え
て
い
る
水
資
源
を
押
さ
え
る
こ

と
は
世
界
を
制
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
か
つ
て
優
れ
た
Ｉ
Ｔ
情
報

は
す
べ
て

「技
術
内
容
の
非
公
開
」
を

し
て
き
た
が
、
今
回
は
オ
ー
プ
ン
シ
ス

テ
ム
（顧
客
サ
ー
ビ
ス
指
向
型
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
ー
）を
採
用
し
、
顧
客
と
と

も
に
開
発
す
る
予
測
ア
ル
ゴ
ニ
ズ
ム
や
、

コ
ス
ト
重
視
の
情
報
の
品
質
管
理
な
ど
、

幅
広
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
用
意
し

て
い
る
。
水
資
源
は
本
来
、
地
産
地
消

で
あ
り
、
流
域
管
理
が
基
本
で
あ
り
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（利
害
関
係
者
）も

多
岐
に
渡
る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
顧
客
と
密

接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

水
情
報
を
入
手
し
、
新
た
な
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

「究
極
の
水

の
管
理

は
情
報

の
管

理

で
あ

と

、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
全

球

的
な
水
戦
略
に
世
界
中

が
注
目
し
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
水
を
制
す
る
こ

と
は
、
世
界
を
制
す
る

図
　
≡」
と
に
な
る
か
ら
で
あ

ア
つ

。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
今
度
は
、

「水
」
で
世
界
制
覇
を

狙

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

＊

桑農ら輔竪皐駕噸分
析、視覚化:水位、水量、水質などのモデリン
グ、管理可能な状態にする
。堤防の監視、洪水管理など水インフラの監視
・水供給者の投資効果の最大化、業務効率
・様々な利害関係者からの情報の統合、水の

需要と供給の提案一共同作業
・国の水資源統合管理、国際河川統合管理

磯

第 5回 世界水フォーラムで発表

グ
ロ
ー
バ
ル
ト
レ
ン
ド
は
、
吉
村
和
就

氏
が
特
定
の
テ
ー
マ
に
沿

い
世
界
の
水
ビ

ジ
ネ
ス
を
中
心
と
す
る
動
勢
や
そ
の
ね
ら

い
を
短
編
に
ま
と
め
て
い
た
だ

い
て
い
る

る
も
の
で
す
。

過
去
の
掲
載
は
、

。
そ

の
１

　

『
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
２
４

を
め
ぐ
る
各
国
の
動
き
』
２
０
０
４

年

（平
成
１６
年
）
６
月
号

ぐ
る
第
二
の
潮
流
』
２
０
０
４
年

（平
成
１６
年
）
１１
月
号

そ
の
３

　

『水
道
分
野
に
お
け
る
回

際
協
力
と
世
界
水
道
市
場

へ
の
展
開

策
』
２
０
０
５
年

（平
成
１７
年
）
６
月

号そ
の
４

　

『グ
ロ
ー
バ
ル
巨
大
企
業

の
戦
略
と
中
国
市
場
』
２
０
０
６
年

（平
成
１８
）
・１
月
号

そ
の
２
　

『米
国
の
水
道
企
業
を
め
　

と
な

っ
て
い
ま
す
。

轟畿靭畿い太畿ム韻轟品縄鞭葉

IBM一

IBMが 世界水戦略と打ち出した世界水フォーラムの会場
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